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2023 年 8月 2日 

 
 

 2023 年度「SDGs 月間」を実施しました 
 

極東開発工業株式会社（本社：大阪市中央区淡路町二丁目 5番 11 号 社長：布原 達也 

特装車事業、環境事業、パーキング事業）は毎年 6 月の 1 か月間を「SDGs 月間」として設

定し、各種サステナビリティへの取組みを推進しています。2023 年度実施内容は以下のと

おりです。 

 

１.「SDGs パトロール」【各事業所】 

右のチェックシートに基づいて以下の項目等を確認し、 

その良否を判定しました。 

１）ごみの分別状況の確認 

２）防災備蓄品の在庫・消費期限の確認 

３）災害時の緊急対策備品の在庫管理 

４）避難経路の確認、緊急連絡先の確認 

５）危険物等の点検（各工場のみ） 

 

【パトロールでの振り返り・気づいたこと（例）】 

＜福岡工場より＞ 

 

 

 

＜東部パーツセンターより＞ 

 

 

 

 

２．各事業所での地域清掃・防災訓練の様子 

＜防災訓練＞ 

名古屋工場では防災訓練を実施しました。 

今回は有機溶剤中毒者が発生したと仮定し、化管法の 

安全データシートに基づいた緊急対応を確認しました。 

 

 

 

新工場が建設されたばかりで、ロケーションなど再構築して

いる最中です。改めてチェックリストを用いて確認を行うこと

で再確認できよかったです。 

倉庫掲示板を連絡ボードとしても使用しているため、使いや

すくする必要があると感じた。1回/月の 5Sパトロールで使

用状況を確認することで有効に活用できるようにする。 

名古屋工場での防災訓練実施の様子 

SDGs パトロール チェックシート 
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＜地域清掃＞ 

各拠点では拠点近隣の地域清掃を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．学び・啓発 

 従業員がカーボンニュートラルへの知識を深めるための資料や、スキマ時間等を活用して 

SDGs 関連の知見を身につけられるように、「認知バイアス」や「健康経営」についての 1本あた

り数分間の短時間動画を社内で紹介しました。  

さらに、人権や業務上で問われる倫理的感覚について考える機会として、極東開発工業技術士会

と連携し、「技術者倫理に関するワークショップ」を希望者に向けに実施しました。 

 

 

【技術者倫理に関するワークショップの様子】 

 当日は各拠点を WEB でつなぎ、全国の拠点から様々な 

所属の希望者が参加。 

ワークショップでは最初に実際の事例を学び、その事例 

を用いたケースディスカッション・発表を行いました。 

 「倫理的な判断」は技術者の業務範疇だけでなく、 

あらゆる業務・行動の場面で必要な思考でもあります。 

参加者はその重要性や心構えを改めて学ぶことができま 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京本部 環境事業部 サービス部  
近畿サービス課 

エフ・イ・オート 
仙台サービスセンター 

（東北支店内） 

ワークショップでの発表の様子 
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＜お問合せ先＞  
極東開発工業株式会社 経営企画部 CSR 室 
   〒541-8519 大阪府大阪市中央区淡路町二丁目 5 番 11 号 

極東開発グループ本社ビル 8 階 
電話 (06) 6205－7806 ＦＡＸ (06) 6205－7831 

   ホームページアドレス   https://www.kyokuto.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

極東開発グループでは、SDGs 達成に向けた取り組みに注力しています。 


